
開始時間 終了時間 登壇者 タイトル

開催のあいさつ

13:00 13:05
AMED難治性疾患実用化研究事業プログラムスーパーバイザー

楠 進

13:05 13:10
AMED創薬事業部 部長

佐々木 正大

第Ⅰ部 ゲストスピーカーによる講演とパネルディスカッション

13:10 13:28
東京大学大学院薬学系研究科 准教授

林 久允
基礎研究から薬事承認へ：

進行性家族性肝内胆汁うっ滞症に対する新規治療法の開発

13:28 13:42
日本希少疾患コンソーシアム 代表

青木 吉嗣
希少疾患の治療開発に向けた連携と実践

―日本希少疾患コンソーシアムの取り組み―

13:42 13:56
HNRNP疾患患者家族会 代表

鈴木 歌織
超希少疾患患者家族会の歩み
― Rare but Not Alone ―

13:56 14:10
アステラス製薬

伊東 久仁
オープンイノベーションを活用した希少疾患薬開発のための

新たな研究開発モデル

14:10 14:20

総合討論
ファシリテーター ：楠 進

登壇 ：林 久允 青木 吉嗣
鈴木 歌織 伊東 久仁

第Ⅱ部 難病研究者による活動・成果発表

14:30 14:50
国立循環器病研究センター ゲノム医療支援部 部長

朝野 仁裕
遺伝子を見つける、その先へ

― 心筋症の診断から、一人ひとりの医療と新しい治療へ ―

14:50 15:10
大阪大学 ヒューマン・メタバース疾患研究拠点 特任准教授

三木 健嗣
小さな心臓に、新しい治療の選択肢を

ー患者さんの細胞が教えてくれたことと、遺伝子治療へつなぐ挑戦ー

15:10 15:30
藤田医科大学 医学部脳神経内科学 教授

渡辺 宏久
パーキンソン病の症状改善と病態修飾を目指す

ATP供給経路標的治療薬の開発

閉会のあいさつ

15:30 15:35
AMED難治性疾患実用化研究事業プログラムスーパーバイザー

楠 進
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